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はじめに　
羅聘（一七三三～一七九九）字は遯夫、 号、 両峰、 別号、 花之寺僧、
は揚州の八怪の一人であり、師である金冬心とともに、中国絵画史上有名な人物であることはいうま もないであろう。羅聘の絵画は現在でも多く残されているが、特に代表作ともいえる「鬼趣図」は、当時多くの 士より賞賛された。現在寓目する所の「鬼趣図」は、香港の霍宝材氏藏の八枚である。題名の示すように霊の世界を描いたもので、絵画としては不思議な絵であり、ある意味滑稽で奇妙なものであるが、日本の幽霊画の如く徒に人 心胆を寒からしめることを 意図しているようなものとは考えられない。そこで後世「鬼趣図」は社会を風刺した絵画と捉える説も提唱されている。　
従来羅聘は画家としての作品、才能を論じられる場合がほとん
どであり、羅聘生存当時から、人口に膾炙され、また同時期 多くの清代の志怪書に記されている羅聘の見鬼としての能力を論じ
た論考は少ないといえる。日本で最も早く羅聘の見鬼としての能力を論じたものに、澤田瑞穂氏の『中国の呪術』がある。その冒頭に「見鬼考」という論考があり、第六章には「浄眼羅両峰」いうように、羅聘のため 一章設けている。これを見ると、氏は当時の志怪書・随筆等より、羅聘の見鬼としての能力が記された部分を列挙しており 多く 人士が羅聘のこのような に興味を示し、且つ話題にしていたかが理解できる。　
澤田氏の「見鬼考」は中国古代より清に至るまでの、所謂「見
鬼史」ともいうべき内容であり、夥しい数 見鬼が存在してきたことを示している。その中で羅聘が他の見鬼 一線を画しているのは、見 でありながら一流の画家であっ 点であり、尚且つ教養もあり 著作等が存在していること ろう。 してこような例は稀有 いえる。　
そこで本稿では羅聘の見鬼としての能力と思想を、清代の志怪



























































揚州の羅兩峰自ら浄眼にして能く鬼物を見ると言ふ、獨り夜間のみならず、毎日惟だ午時のみ蹟を絶つのみにして、餘時は皆鬼有り。或は街市の中に隠躍 、或は叢人 内 雜處す。千態萬狀、枚擧すべからず。 （中略）乾隆壬子の歳、余京師に遊び、兩峰に晤ひ、輒ち喜んで其の鬼を説くを聽く。玉河橋の翰林院衙門の傍らに在りて、金甲神二、長さ丈餘なるを見る。焦山の松寥閣前 一鬼を見る 長さ三・四丈 偏身緑色眼中出血し、口中火を吐く、或は此れ江魈と曰ふなりと言ふ。一日、友人の夜宴に留まること有り、窗推し出て溺る、一鬼倉卒にして避け難 影溺る に随い穿たる、狀殊に憐れむべし。又松江の胡中丞寶泉も、亦浄眼。嘗て清晨屬員を見るに、兩鬼の前 在りて、横に窗檻に座す 中丞呼びて之を止め、以て此の員に告ぐ。聞く者驚駭せざるは莫きも中丞は怡び笑ふこと自若た 。呉蔗薌、名は鳴捷、安徽歙縣の人。嘉慶辛酉の進士、出て陝西咸陽の令と爲る。能 白日鬼を見る、毎日見る所の者は數萬を以て計へ 鬼は人より多きに似たり。一日、兩鬼有りて道を争ふを 適々一醉漢
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撃した所の鬼の様子は、ある特徴があるといえる。要約すれば①鬼は世の中に満ち溢れていること、②鬼は烟の如き存在であり、墻壁等 通過できること、③鬼は人の多い所や、富貴の家を好むこと、④横死した鬼は祟ること⑤普段鬼は人を避け が、人と衝突した場合は砕けてしまい、も の姿にもどるには時間がかかること等である。　
羅聘の談話はまとまった怪談ではなく、自己の目撃した鬼の有
様を淡々と語ってい に過ぎない。 た記録した各書の取材は次期・場所は相違するものの、内容は大きく矛盾しては ない。に『履園叢話』に記録される、別の見鬼である呉蔗薌の談話 前述した羅聘の語る鬼の特徴⑤と、合致する部分が多く興味深いものがある。　
さて、これまで見てきたものは、袁枚・紀昀・銭泳等の著作に
















































理解できる。先ず詩題をみてみると、 「説鬼」は怪談という意味であり、 「 「集う」と記しているこ から、 「秋の夜黄痩石の書斎に集まり、怪談会をした いう意味になる。黄痩石という人物については未詳であるが、羅聘は当時このような怪談会の場によく招かれることがあったのであろうか。　
次に詩の重要な部分から検討していくと、五・六句目の「我豈
具慧眼、惡趣偏能覩」の語句が羅聘の見鬼としての能力の特徴を示していると考えら 。 「慧眼」は真理を見抜く眼力、 「悪趣」は悪行を行った衆生の堕ちる世界、つまり地獄のような世界を指
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す。従って「私がどうして真理を見抜く眼力なんか持っていようか、地獄のような世界ばかり、ひたすらよ 見える」というような訳になる この詩句から羅聘が見鬼としてみた世界は、神仏が居るような神々しい世界ではなく、地獄に堕ちる うな悪霊・怨霊の類が巣食う世界だったようである。　
では、羅聘が目撃した者達は如何なる形状であったのか。そ































趣図』 （以下、 『鬼趣図 という場合は、主として霍氏藏『鬼趣図』所謂霍氏本を指す）で、開発股份有限公司印行本を用い 前述した荘氏の論文によれば 『鬼趣図』 は乾隆三十七年壬辰 （一七七二）の中元節の題辞が最も古く 従ってその成立は乾隆三十七年の中元節以前頃と推定している。ま 荘氏は『鬼趣 』完成以後 北京と江南 名士達 詠 極めて多いことから、乾隆四十四年、五十九年の上京時にも携行 『鬼趣図』の知名度は高まっていったという。
（
13）確かに荘氏の言の如く『鬼趣図』の題詠は頗る多い、
北京・江南の著名な学者や文人墨客が名 連ねて る は 羅聘が『鬼趣図』を携行し各地で披露したためであろう。
　







の主張に対して筆者は門外漢であ ため判断すべき能力はない。ただし画稿か否かの問題 置いておくとし も、 『鬼趣図』といえば所謂霍氏本『鬼趣図』指している当時の文献も存在する。　
それは世代としてはややずれるがほぼ同時期といえる、舒位
































画の内容は霍氏本であることは明瞭である。つまり、当時から霍氏本が画稿であるかどうかはさておき、 『鬼趣図』として認定されていたことの証左となる。従って多くの人士が鑑賞した『鬼趣図』は霍 であると断定して間違いないであろう。注目すべきは第五幅の記述に「両峰焦山の僧舎の於 之を見る」とあることである。こ は羅聘が目撃したものを描いた絵画 としている。　
さて、 次にこの 『鬼趣図』 を見た人士の感想であるが、 現存の 『鬼
趣図』には夥しい数の題詠・題跋 書き込まれているため、以下、代表的人物の文献・題詠 みを二・三取り上げていくことにする。
そこで、先に引用した紀昀の『閲微草堂筆記』 「灤陽消夏録」二の話の続きを見てみる。　　





した澤田氏は紀昀が『鬼趣図』に寄せた感想として、右 文章の二行目、 「尤も幻妄に似たり」までを引用し、 「あまり幽鬼の実態であるとは信じていない口吻である」
（
18）とし、紀昀が『鬼趣図』
の信憑性に対 て疑義を呈しているように解釈している。しかし右の文章はそこで話は終わってはいない、 引用したごとく話は 「然れども」と継続す のである。以下、話は亡父・姚安公より聞いたものであり、瑶涇の陳公が夏の夜に遭遇した、顔が一丈ほどもある化け物の話である。この話の最後に紀昀 「是れ果たしてこ
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それに対する羅聘の答えは「君曰姑徐徐、尚隔両重界」というものであった 「徐徐」は静か・緩やか・落ち着 等の意味である。従って「しばらく休憩する」というような意味であろうか。次の句は少々難解である。一応「尚ほ隔たるも両 がら界を重ぬ」と訓読して「鬼 世界と聻の世界は違うも であるが、似たような世界である」の意に てみたが妥当であろうか、識者の批正俟つことにしたい。　
以上、羅聘と同時期の『鬼趣図』に対する評価の主だったもの





































































































救済にしかならないとしている。つまり、 「羣生の惘惘」という状況に対しては禅は無力であり、とても対峙できないとする。そこで衆生を救済する教えとして有効であるのが、念仏浄土 教えであるという。しかも浄土の教えは「下根の人」のみに対して説かれたもの はなく、すべての衆生を救済するものであるという。　　
其の根要を究めれば、口中喃々の六字に過ぎず。豈に至易至簡ならずや。勸門・修門のの種々の諸方便修し、皆還元の路有と雖も、然れども終に浄土一門の奇にして、且つ捷かなるにしかず。緣 上聖に有れば、之に垂手引接を爲す。故に羣生彼岸に登ること極めて易し、是の如き 法、豈に妙法に非






としていることが分かる。要するに他の宗派と比較した場合、その教義が単純であることがその理由であろう。 「南無阿弥陀仏」 、この六字を唱えるだけで救われ この教義が多く人に救済を与える点が、羅聘 浄土の教えを最高とし、 「豈 妙法に非ずや」という所以である。　　　　　　　　　　　おわりに　
以上、羅聘の見鬼能力を中心に、 『鬼趣図』 、 『我信録』等を概





ルな鬼の様相についてのインタビューを受けており、その談話が『閲微草堂筆記』 ・ 『子不語』に採録されている。その内容は本論でも詳述したように、恐怖を感じるものではないが、奇妙なリアリティーを持っている。したがっ 多くの人々 羅聘の見た所の者は真であると感じ のではないだろうか、そ ため は「浄眼」の異名を奉られたのであろう。そうい 意味では羅聘の見鬼としての能力は （それがたとえ幻視であるとしても） 、 異色の画家・羅聘の中央で 画壇・文壇において高名に るために充分に活用されたと言っ いいであろう。　
しかし、羅聘のこの能力は多くの巫覡達のように、加持祈祷や










































































絶蹟、餘時皆有鬼。或隠躍於街市之中 或雜處於叢人之内。千態萬狀 不可枚擧。 （中略）乾隆壬子の歳 余遊京師、晤兩峰、輒喜聽其鬼説。言在玉河橋翰林院衙門傍、見金甲神二、長丈餘。焦山松寥閣前見一鬼、長三・ 丈、偏身緑色、眼中出血、口中吐火、或曰此江魈也。一日、有友人留夜宴推窗出溺、一鬼倉卒難避 影随溺穿、狀殊可憐。又松江胡中丞寶泉、亦浄眼。嘗見清晨屬員、有兩鬼 前 横座 窗檻、 呼止之、以告此員 聞者莫 驚駭 而中丞怡笑自若。呉蔗
薌、名鳴捷、安徽歙縣人。嘉慶辛酉進士、出爲陝西咸
陽令。能白日見鬼、毎日所見者以數萬計 似鬼多於人 一日、見有兩鬼爭道。適一醉漢踉蹌而來。一鬼避不及 身爲粉砕、一鬼拍手大。頃之、又有一人來
碰、笑者碎裂如前、碎鬼亦
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